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めに，コ ンピュータ・データベースの MEDLINE を利用
して文献検索を行った。臨床的有効性に関する検索条件
については，キーワードとして， screnig とともに，
guideline ないし recomndati を用いた。検索期間は，




























































































































がある 1, 2, 12 ）。
図2 スクリーニングの過程とその評価
｜無症状の個人｜ ＝医亙 判健康結果｜
























4 つの〈偏り＞ (bias ）を十分に吟味することが求めら
れる 12 ）。
表 2 効果評価の基準と勧告の分類（米国予防医学 TF)
｜介入の効果｜
I . 適切に設計された無作為臨床試験（RCT ）による証拠
が少なくとも一つ






















1 催り易さの偏り（susceptibility bias) 
2 先行期間の偏り（lead time bias) 
3 擢間期間の偏り（length time bias) 






















第4 段階は 2 つの要素に分けられる O 一つは，スクリー
ニングの健康結果についての〈危険と利益＞(risk benfit ) 


































































ために， 〈判断分析＞(decison anlysi ) 16 l, ＜メタ・アナ
リシス＞ (meta -analysis) 17 l, ＜合意形成＞( conseu devlop-
ment )2 l, ＜最良根拠＞(best evidnce synthesi ），シミュレー
ションなどの方法が用いられるようになったの。 ちなみ
に，米国の特別委員会では最良根拠の方法が用いられ，












題を追加したのが経済的評価である 3, 14 ）。その本質は，
スクリーニングから得られる利益がく金銭に見合うもの
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